
カーリング日本選手権が横浜BUNTAI（横浜市中区）で異例の夏開催となり、相模原市出身でミラノ・コルティナ
冬季五輪代表のフォルティウスの小谷優奈選手（左）らが活躍した。
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【お知らせ】神奈川政経懇話会では、
会報「政経かながわ」に会員企業
の新商品の紹介、地域貢献活動、
人事などジャンルを問わずさまざま
な会員情報を掲載しています。掲
載の問い合わせなどは事務局☎045
（226）2121。

contents

事 局 よ務 だ り
◇2026年７月定例講演会
７月９日（木）午後１時30分～３時
ロイヤルホールヨコハマ
（横浜市中区）
講師：�BNPパリバ証券経済調査

本部長　河野 龍太郎氏
演題：�世界経済の死角、日本経

済の死角

◇2026年８月定例講演会
８月20日（木）午後１時30分～
３時
メルヴェーユ（桜木町駅近く）
講師：�国際園芸博覧会協会
　　　事務次長　小池 政則氏
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多
岐
に
わ
た
る
。
推す
い
敲こ
う
を
重
ね
た
構
図

に
描
か
れ
る
の
は
、花
の
一
瞬
の
輝
き
や
、

小
さ
な
生
命
の
た
く
ま
し
さ
だ
。
ど
の

作
品
か
ら
も
、
堀
さ
ん
が
命
と
向
き
合

う
「
決
意
」
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
る
。

　

そ
し
て
驚
く
の
は
80
歳
を
超
え
て
、

幻
の
花
と
い
わ
れ
る
ブ
ル
ー
ポ
ピ
ー
を

探
し
求
め
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
へ
赴
い
た
こ
と

だ
。
高
地
の
た
め
酸
素
マ
ス
ク
を
し
て

岩
場
を
上
り
下
り
し
、
よ
う
や
く
出

合
っ
た
と
い
う
。
ブ
ル
ー
ポ
ピ
ー
は
、

冬
は
氷
に
閉
ざ
さ
れ
る
標
高
５
千
㍍
の

岩
場
を
好
む
。「
こ
の
花
の
毅き

然ぜ
ん

と
し

た
生
き
方
、
よ
り
か
か
ら
ず
、
媚こ

び
ず
、

た
っ
た
一
人
で
己
を
律
す
る
姿
勢
に
、

私
は
共
感
し
た
」
と
「
堀
文
子
画
文
集

１
９
９
９
～
２
０
０
９
」
に
つ
づ
っ
て

い
る
。

　

そ
の
渾こ
ん
身し
ん
の
作
品
は
、
出
身
校
で
あ

る
女
子
美
術
大
学
の
「
女
子
美
ア
ー
ト

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」（
相
模
原
市
南
区
）

で
開
催
中
の
「
堀
文
子
の
出
発
点
～
女

子
美
か
ら
は
じ
ま
る
写
生
帖
・
下
図
・

本
画
」（
８
月
４
日
ま
で
）
で
鑑
賞
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

堀
さ
ん
は
１
９
１
８
（
大
正
７
）
年

生
ま
れ
。
同
大
前
身
の
女
子
美
術
専
門

学
校
を
卒
業
後
、
太
平
洋
戦
争
が
始

ま
っ
た
。
同
展
で
は
軍
需
工
場
で
働
く

女
性
を
描
い
た「
落
下
傘
を
造
る
少
女
」

の
絵
は
が
き
、
航
空
乗
員
を
描
い
た
ス

ケ
ッ
チ
も
展
示
さ
れ
、
激
動
の
百
年
を

生
き
た
一
人
の
画
家
と
し
て
の
足
跡
も

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

同
展
を
通
じ
て
感
じ
る
の
は
、
題
材

へ
の
探
究
心
と
対
象
物
の
観
察
力
、
そ

し
て
作
品
を
完
成
さ
せ
る
集
中
力
だ
。

晩
年
の
作
品
ま
で
、
そ
れ
ら
は
途
切
れ

る
こ
と
が
な
い
。「
百
歳
を
生
き
る
こ

と
」
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
堀
さ

ん
か
ら
学
ん
だ
展
覧
会
で
あ
っ
た
。

　

同
展
は
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
案
内
す
る
。https:w

w
w

.
joshibi.net/m

useum

（
神
奈
川
新
聞
社
地
域
共
創
本
部
県
央・

�

相
模
原
統
括
　
秋
山
　
理
砂
）

　
「
人
生
百
年
時
代
」
と
い
わ
れ
る
。

仮
に
百
歳
生
き
た
と
し
て
、
会
社
を
定

年
退
職
し
て
か
ら
40
年
も
あ
る
。
筆
者

は
定
年
ま
で
同
じ
企
業
に
勤
め
る
こ
と

が
当
た
り
前
の
バ
ブ
ル
世
代
。
定
年
後

の
転
職
、
あ
る
い
は
新
し
い
分
野
で
の

学
び
直
し
、
い
わ
ゆ
る
リ
ス
キ
リ
ン
グ

を
視
野
に
入
れ
、「
第
二
の
人
生
」
を

デ
ザ
イ
ン
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
は

言
っ
て
も
、
約
40
年
間
同
じ
会
社
に
勤

め
、
人
生
の
３
分
の
２
を
過
ご
し
た
会

社
生
活
か
ら
、「
次
」
に
シ
フ
ト
す
る

の
は
容
易
で
は
な
い
。

　

そ
ん
な
迷
い
の
中
で
、
百
歳
の
生
涯

を
ま
っ
と
う
し
た
神
奈
川
ゆ
か
り
の
日

本
画
家
・
堀
文
子
さ
ん
の
展
覧
会
を
鑑

賞
し
た
。「
命
の
画
家
」
と
い
わ
れ
る
堀

さ
ん
。
題
材
は
動
物
、
鳥
、
植
物
な
ど

視
描点
点

百
歳
を
生
き
る
こ
と
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